
　木材を高精度で加工するためには大工道具
の手入れが必要です。
　そのための手法を習得する内容になってい
ます。手入れをした自分用に調整した大工道
具を使って演習課題「ウッドスピーカー」を
作っていただきました。

丸喜株式会社齋藤組　様

丸喜株式会社齋藤組には、
お客さまの要望に応えることができるひとがいます。
お客さまといっしょに考えることができるひとがいます
お客さまが求めることを実現できるひとがいます。
お客さまが必要なときにすぐにかけつけることができるひとがいます。
たとえ、今できなくても、かかんに挑むひとがいます。
お客さまの要望に、これまでの技術・信頼・経験とこれからのアイデ
アをプラスして、要望を驚きに、希望を感動に変えて、よりよい案を
提案し、お届けしていくことを約束します。
そのためにわたしたちはこれからも「応え」「創り」「挑み」つづけます。

企業での活用事例 ～受講者の声、事業主の声～

受講いただいたコース

詳細情報につきましては詳細情報につきましては
こちらをご覧くださいこちらをご覧ください

丸喜株式会社齋藤組丸喜株式会社齋藤組
公式HP公式HP YouTubeYouTube FacebookFacebook

会社について

専務取締役
佐藤 一成 様

上
　
司　会社内で見習い大工が親方の背中を見て成長する時代から変わらなければい

けないと思います。
　そのような時、大工の基礎の知識とスキルが学べる機会と思い参加させました。
　毎回とても楽しそうに教わっているので、気晴らしにもなっているのかなと
思います。

　刃物は現場で使う機会がとても多いので、自分で研ぐことが出来るようになる
のはとても役に立つと思いました。
　研ぎたての大工用具で加工するとやりやすさが全然違って、より楽に正確に仕
事ができてとても楽しかったです。

受講者

地域産木材の活用方法コース名
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能力開発セミナー利用者からの声


